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研究成果の概要（和文）：　新規イオンチャネル作用分子の創製を目指し、ジテルペンアルカロイド類の効率的
かつ網羅的な全合成法を確立するため、まず、プベルリンCの全合成研究を実施した。
　モデル研究で確立した骨格構築法を応用し、タンデムラジカル環化を鍵反応として用いることで、プベルリン
Cに含まれる5環性骨格を市販化合物から総23工程で構築することに成功した。合成した5環性化合物は、プベル
リンCの6環性骨格の構築に必要な全炭素を有し、かつ、酸素官能基の立体選択的な導入の足掛かりとなる官能基
を備えた重要な中間体である。本中間体を利用することで、プベルリンCの高効率的な全合成が可能となる。

研究成果の概要（英文）：　The synthetic study of puberuline C was conducted to establish the 
efficient and comprehensive total synthesis of diterpenoid alkaloids toward the invention of new 
molecules acting on ion channels.
　The pentacycle including in puberuline C was successfully constructed over 23 steps from a 
commercially available compound by utilizing the tandem radical cyclization based on the model 
study. Thus synthesized pentacyclic compound has all carbon atoms and functional groups to realize 
the total synthesis of puberuline C. The highly efficient total synthesis of puberuline C will be 
achieved by using this pentacyclic intermediate.

研究分野：天然物合成化学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　本研究では、新規イオンチャネル作用分子の創製への応用を志向した、ジテルペンアルカロイド類の全合成研
究を行った。その結果、タンデムラジカル環化を利用することで、ジテルペンアルカロイドの全合成に重要な中
間体の合成に成功した。本研究結果は、ジテルペンアルカロイド類の効率的かつ網羅的な合成法の確立に寄与す
るだけでなく、ラジカル反応を鍵とした複雑天然物の新たな全合成戦略を提示することで、有機合成化学の発展
に大きく貢献する。また、本研究結果のさらなる発展は、様々なジテルペンアルカロイド人工類縁体の網羅的合
成を可能とし、新規機能分子の創出につながる潜在性を有する。








